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12月9日、幕張メッセで開催されたインターネットワールドジャパ
ン'99のインターネットマガジンブースにくぼたつが現れた。1時
間におよぶ、くぼたつと本誌編集長の倉園によるトークバトル。そこ
で初めて明かされた企画成功のキーワードは“青い鳥”だった。
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よく聞かれる質問にね「インターネ

ットでビジネスを成功させるにはど

うしたらいいんですか」っていうのが

ある。簡単なんだよ。「まずウマイ

団子を作れ」ってことよ。まずい団

子しか作れないヤツがインターネッ

トで団子売ったって買うやついない

んだから。つまりインターネットの手

前の話でね、「オマエはいまなにが

うまくいってんの」てこと。既存の

kubotatu
look for the 21st century hero
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倉園：くぼたつさんはアメリカ大陸

横断とかの個人的な夢をしっかりビ

ジネスにしてるところがすごい。単

に夢見るだけじゃなく、それをビジ

ネスにするコツを教えてくださいよ。

久保田：『企画の技術』って本にも

書いたんだけど、まずね、夢とか企画

とかはオープンしなくちゃだめなん

だよ。だれもできないこと、オリジ

ナリティーの極致みたいなことを最

初に言っちゃう。たとえば、アメリ

カ大陸をバイクで横断したいとか、

モンゴルのゴビ砂漠の真ん中で衛星

通信を使ってモバイルしたいとか思

いつくでしょ。そしたら、「こんなこ

とやろうと思ってます」っていきな

り企画を公開するわけ。そうする

と、「アメリカ行ったらこうしたほう

がいい」「モバイルやるならこの衛星

回線を使え」とか、うぁって集まっ

てきて自然に情報の地場ができる。

倉園：企画をホームページに上げ

たおかげでスポンサーが付いたって

こともあるんですか。

久保田：あるよ。いま上げてるの

が世界のパワースポット22か所を

廻ってエネルギーをインターネット

で配信しちゃうってやつ。この話も

大手の企業が「おもしろそうじゃん」

って言って来てる。だいだいおれに

会いたいと思っている企業の人はお

れのホームページ見て研究してるか

ら。あと、世界中を冒険するから

旅行代理店なんかもよく来るね。

倉園：くぼたつさんが行くと、みん

な行きたくなっちゃうのかな。でも、

そんなおいしい企画は誰もが考えつ

くわけじゃないでしょ。

久保田：みんなが飛びつく企画の

基本はね、「オリジナリティー」なん

だよ。「誰もやらなかったことをや

る」のさ。それだけ頭に入れとけば

いい。ほかにはないものを発表すれ

ば必ず人は集まるよ。「磁力の強い

企画」かどうかだよ。磁力が強け

れば人を引きつけられる。誰かがや

ってしまってるようなのはダメね。

すでにあるものは情報化社会の中で

は意味がない。

倉園：でも、それを公開しちゃう

と真似されませんか。

久保田：真似できないオリジナル

を出せばいいんだよ。たとえば企画

を10個出すとするでしょ。その中

で「自分じゃなきゃできないオリジ

ナルってなんだ」って考えるんだよ。

それをオープンにすれば、自然と仕

事は自分にまわって来るでしょ。パ

ワースポットの企画だって誰にも真

似できないよ。体力、冒険の知識、

モバイル、スポンサーが「こいつなら

安心だ」って思う要素がおれにしか

ない。そういう企画を作ればいい。

倉園：自分にしかできないことを探

せか。それも結構難しいなぁ。

久保田：でもね、直感で「これをや

りたい」ってのは誰でも持ってるで

しょ。要するに高校のころや子供の

ころに考えてことだな。結局は「私

には仕事があるから」とか「もうこの

歳だから」とか言ってあきらめてる

に過ぎないんだから。つまり根性が

ないんだよ。単に度胸がないだけ。

倉園：どういう度胸ですか。

久保田：「エイヤー」だよ。それ

をやったらどうなるとか考えない。

倉園：そのエイヤーが一番難しん

だよなぁ。

久保田：なにを優先して生きてる

かってことだよ。自分らしさでしょ。

あたり前の話なんだけど、人生一度

しかないんだから。とりあえずやりた

いことやればいいじゃない。死ぬ間

際に「あぁ、あれやればよかった」っ

て思いたくないじゃない。やっちゃ

ってだめでもその方が絶対いいって。

人間っていうのはね、やりたいこと

がわかってくると努力するんだよ。

「冒険に行く」って決めるでしょ。

そうするとそのために走るんだよ。

モバイルの知識も身につけるし、英

語も勉強する。「その間の仕事はど

うする」って言うよね。とにかく行

くんだからインターネットで仕事を

やれるように体制を変えちゃう。だ

からおれは大砂漠の中で原稿書い

たり仕事の打ち合わせをしたりして

るんだよ。

倉園：「僕は子供のころなにが得

意だったんだっけ、なにが好きだっ

たんだっけ」って考えた時にオリジ

ナリティーのある企画が生まれるっ

てことなのかな。

久保田：そう。「青い鳥」だよ。ほ

かにあるんじゃなくて、ココ、自分

の胸の中にあるんだよ。それを見つ

けたら「いつやろうか」なんて考え

ずに「まず動く」。これがね、アメ

リカの連中のやり方なんだよ。

倉園：それで失敗したらどうするん

ですか。

久保田：日本では失敗したらもう

ダメ。でもね、アメリカは敗者復活

OKなんだよ。そこが違う。敗者の

経験をしたやつのほうが、一度失敗

してるんだからもう失敗しないだろ

うって見られる。だから、ビジネス

をやりたい人はシリコンバレーに会

社を作っちゃえばいいんだよ。そっ

ちの方が早いよ。

社会でうまくいってなかったらイン

ターネットの世界でもうまくいくわ

けないのよ。だから努力しなきゃ。

おれはこう見えて、一日4、5時間は

勉強してるよ。本を読んだり企画を

書いたり。あとは金の工面もしっか

りやる。いくらかかっていくら儲か

るのかを企画に沿って考える。ネッ

トビジネスってさ、昔の格言がうま

くはまるんだよね。まさに「読み・

書き・そろばん」なのよ。

インターネットは確かに、個人が個

人として生きられる環境を取り戻し

てくれたわけ。だからこれからの経

かい所は行動が遅いからね。だ

から、いままで大企業がやって

きたようなことを個人がどんど

んればいい。全然、怖くないから。

おれは冒険したかったから冒険した

けど、ビジネスをやりたい人はビジ

ネスをやればいい。

とにかく会社を頼りにするのをやめ

て、自分を信じて一歩踏み出した

ヤツの時代になったってことかな。

済も個人に戻る。そこで「自分がな

にをすれば人は喜ぶんだ」と問いか

けてみる。で、人が喜んだ代償とし

てお金をもらうわけ。そのもらった

お金でこんどはもっと喜ぶことはな

にかと考える。そうなるとね、もう

大企業は追いついて来られない。で

「青い鳥のさえずりに耳を傾けるんだよ」
the blue bird of happiness encourages us

「ネットビジネス？ うまい団子を作れってことだよ」
do your customers seem to enjoy your dumplings?

熱く語り合うくぼたつと倉園（上）。く
ぼたつのメッセージにいつのまにか黒山
の人だかりが（中）。くぼたつの教え子
も応援に駆けつけた（下）。
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